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組
織
変
革
、
継
続
的
発
展
を
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
一
般
社
団
法
人

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
が
創
立

周
年
を
迎
え
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
諸
先
輩

方
が
築
か
れ
た
歴
史
と
、
関
係

機
関
・
団
体
な
ら
び
に
会
員
方

々
の
ご
尽
力
の
た
ま
も
の
で
あ

る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
創
立

周
年
ま
で
の

年
間

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
い
く
つ

か
の
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
２
０
１
３
年

４
月
１
日
に
「
社
団
法
人
」
か

ら
「
一
般
社
団
法
人
」
へ
移
行

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
一
般
社
団
法
人
化
に
よ

り
、
我
々
の
組
織
も
そ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
感
覚
で
大
き
な
変

革
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま

す
。
時
代
に

あ
っ
た
仕
組

み
と
組
織
づ

く
り
に
よ

り
、
当
工
業

会
の
継
続
的

な
発
展
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
工
業
会
は
一
口
で

は
言
い
表
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
が
集
ま
っ
て

お
り
、
宇
宙
に
羽
ば
た
く
超
精

密
バ
ル
ブ
か
ら
生
活
を
支
え
る

バ
ル
ブ
、
プ
ラ
ン
ト
を
制
御
す

る
バ
ル
ブ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
シ

ー
ン
で
「
バ
ル
ブ
」
が
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
は
、
バ
ル
ブ
の
な
い
社
会

は
皆
無
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
バ
ル
ブ
は
人
間
で
い

う
「
理
性
」
を
つ
か
さ
ど
っ
て

お
り
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
社

会
的
な
役
割
は
よ
り
一
層
高
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
長
き
に
わ
た
り
培
っ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
以
上
に
発
展

さ
せ
、
技
術
力
と
開
発
力
に
お

い
て
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

中
で
さ
ら
に
競
争
力
を
高
め
、

そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
の

年

創
立

周
年

に
向
け
て
、
試
練
も
あ
る
か
と

存
じ
ま
す
が
、
会
員
一
丸
と
な

っ
て
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
を
よ

り
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

引
き
続
き
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日

本
バ
ル
ブ
工
業
会
の
ま
す
ま
す

の
繁
栄
と
会
員
方
々
の
ご
健
勝

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
が
３
月

日
に
創
立

周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
き
ょ
う

日
に
東
京
・

丸
の
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
創
立

周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
す
る
。
同
工
業
会
は
わ
が
国
の
バ
ル
ブ
製

品
の
品
質
と
性
能
の
向
上
、
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
バ
ル
ブ
産
業
の
高
度
化
と
発
展
を
後
押
し
し
て
き

た
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
欠
か
せ
な
い
バ
ル
ブ
は
、
安
全
・
安
心
な
社
会
基
盤
を
支
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
技
術
と

し
て
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　 周年式典
（ 年５月 日、東京・帝国ホテルにて）

グ
ロ
ー
バ
ル
な
技
術
を
目
指
す
バ
ル
ブ
産
業

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
創
立
周
年
　
き
ょ
う
記
念
式
典

安
全
・
安
心
な
社
会
の
基
盤
海
外
進
出
に
公
的
支
援
活
用
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日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
は
１

９
５
４
年
３
月

日
に
バ
ル

ブ
製
造
業
者
が
団
結
し
、

「
日
本
弁
工
業
会
」
と
し
て

旗
揚
げ
さ
れ
、
業
界
団
体
と

し
て
本
格
的
な
活
動
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、

年
８
月
に
現
在
の

「
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
」
へ

と
名
称
を
変
更
。
着
実
に
進

め
て
き
た
活
動
が
認
め
ら

れ
、

年
７
月
に
社
団
法
人

化
さ
れ
た
。
そ
し
て
２
０
１

３
年
４
月
に
一
般
社
団
法
人

へ
と
移
行
し
た
。
現
在
は
正

会
員
１
１
７
社
、
賛
助
会
員

社
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ

年
の
活
動
で
は
、

年
３
月
に
バ
ル
ブ
産
業
を

将
来
に
わ
た
っ
て
発
展
さ
せ

続
け
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
い
た
「
バ
ル
ブ
産
業
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。

年

に
は
追
補
版
を
策
定
し
、
３

年
ご
と
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
実
行
お
よ
び
見
直
し
を

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
て
実
施
し
た
事
業
で

は
、

年
５
月
に
３
月

日

を
「
バ
ル
ブ
の
日
」
と
し
て

制
定
し
た
。

年
３
月
に
は

バ
ル
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ば
る
ち
ゃ
ん
」
を

誕
生
さ
せ
、
「
新
版
バ
ル
ブ

便
覧
」

日
本
工
業
出
版

刊

を
発
刊
し
た
。
バ
ル
ブ

便
覧
は
主
に
ユ
ー
ザ
ー
を
対

象
と
し
て
、
バ
ル
ブ
の
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
を
詳
し
く
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
入
門

書
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
対

策
の
一
環
と
し
て

年
３
月

に
は
「
バ
ル
ブ
製
品
ア
セ
ス

メ
ン
ト
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

発
行
し
た
。

　

年
４
月
か
ら
は
バ
ル
ブ

産
業
ビ
ジ
ョ
ン
第
３
期
計
画

が
始
ま
っ
て
お
り
、
「
人
材

育
成
」
「
技
術
・
技
能
の
強

化
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の

展
開
」
「
環
境
適
合
設
計
の

推
進
」
「
地
位
向
上
の
た
め

の
広
報
活
動
の
推
進
」
を
実

現
す
る
た
め
実
践
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
掲
げ
る
。

　
同
工
業
会
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、

年
の
輸
出
入
相
手

国
の
ト
ッ
プ
は
と
も
に
中

国
、
次
い
で
米
国
だ
が
、
韓

国
や
タ
イ
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
東
・
東
南
ア
ジ
ア
地

域
が
大
き
な
市
場
と
な
っ
て

い
る
。
日
系
企
業
の
海
外
生

産
シ
フ
ト
や
新
興
国
市
場
の

拡
大
に
伴
っ
て
価
格
競
争
は

厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
日

本
の
高
い
技
術
力
を
生
か

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
技
術
と

し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
積
極
的

な
海
外
展
開
を
進
め
て
い
る

企
業
も
あ
る
。
金
子
産
業
は

２
０
０
４
年
に
中
国
に
拠
点

を
設
け
て
以
来
、

年
に
は

韓
国
に
進
出
、

年
に
は
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
も
駐
在
所

を
置
き
、
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム

と
ロ
シ
ア
へ
の
進
出
も
検
討

し
て
い
る
。

　
中
村
善
典
社
長
に
よ
る
と

「
国
内
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

を
支
援
す
る
に
は
費
用
面
の

支
援
が
重
要
」
。
例
え
ば
韓

国
の
場
合
、
法
人
税
率
が
日

本
の
半
分
。
世
界
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
製
品
開
発
の

費
用
を
確
保
す
る
に
は
日
本

の
条
件
は
厳
し
い
と
い
う
。

　
中
小
企
業
が
海
外
へ
進
出

す
る
際
に
は
そ
の
他
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
費
用
が
問
題
と
な

る
が
、
同
社
で
は
日
本
貿
易

振
興
機
構

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

の
海
外
進
出
支
援
を
活
用
し

て
い
る
。
現
在
進
行
中
の

「
ベ
ト
ナ
ム
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

に
お
い
て
は
、
現
地
調
査
の

渡
航
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

社
員
の
研
修
な
ど
の
費
用
が

補
助
さ
れ
て
い
る
。
進
出
済

み
の
日
系
企
業
訪
問
や
工
業

団
地
見
学
な
ど
で
情
報
収
集

も
円
滑
に
行
え
、
独
自
に
行

っ
た
中
国
参
入
よ
り
も
短
期

間
で
稼
働
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
海
外
進
出
後
に
必

要
と
な
る
現
地
で
の
資
金
調

達
が
円
滑
に
な
る
日
本
政
策

金
融
公
庫
の
「
ス
タ
ン
ド
バ

イ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
も

活
用
し
た
。
同
制
度
は
日
本

公
庫
の
信
用
状
を
担
保
に
す

る
こ
と
で
海
外
金
融
機
関
か

ら
円
滑
に
融
資
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
。
現
在
、

日
本
公
庫
は
タ
イ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
金
融

機
関
と
提
携
し
て
い
る
。

　
同
社
で
は
性
能
を
客
観
的

に
証
明
す
る
た
め
、
販
売
す

る
国
ご
と
に
安
全
基
準
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
い

る
。
設
計
開
発
は
国
内
で
行

っ
て
い
る
が
、
製
造
工
程
は

国
内
外
の
協
力
先
と
連
携

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
。
人
材
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
若
手
が

積
極
的
に
海
外
経
験
を
積
め

る
体
制
を
目
指
し
て
い
る
。


